
 

 

 

教育委員会会議 定例会 

令 和 ３ 年 ９ 月 １ 日 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

提 出 議 案 綴 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨県教育委員会 



   １ 議      案 

第 １２ 号  「山梨県教育振興基本計画」の見直しについて 

 

第 １３ 号  大村智自然科学賞選考委員会委員の委嘱・任命について 

 

 

 

 

 

 

２ 報 告 事 項 

（ ５ ） 令和４年度採用山梨県立学校実習助手、寄宿舎指導員選考検査について 

 

（ ６ ） 令和４年度使用山梨県高等学校及び特別支援学校用教科用図書採択につ 

いて 

 

 

 

 

 

 

  ３ その他報告 

な   し 

 

 

 

 

 



 

 

 

議案第 １２ 号  

 

 「山梨県教育振興基本計画」の見直しについて  

 

提案理由  

 

 県政の基本指針である総合計画の見直しが行われたことを踏まえ、総合計画と

の整合性等を図るため、教育振興基本計画の見直しを行う必要がある。これが、

この議案を提出する理由である。  
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課名 教育庁総務課 

件

名 
「山梨県教育振興基本計画」の見直しについて 

経 

 

緯 

○ 新型コロナウイルスの感染拡大により、あらゆる分野で大きな影響・変化があっ

たことから、県政運営の基本指針である総合計画の見直しが行われた。 

（令和３年６月議会で議決） 

 

○ 教育振興基本計画については、総合計画との整合性等を図るため見直しを行う。 

（計画期間 令和元年度～５年度） 

 

内 

 

 

容 

１ 見直し方針 

  ・総合計画（教育関係）の見直しを反映 

      * 新型コロナウイルスの影響、ICT 教育の推進など 

  ・総合計画の成果指標との一致 

  ・包括外部監査の指摘を踏まえた修正 

  ・時点修正 

 

２ 教育振興基本計画（以下、基本計画）の見直し 

 ○ 本文（5 箇所） 

「第１章 計画策定の基本的な考え方」 総合計画に合わせ見直し趣旨を追加 

「第２章 教育を取り巻く社会の状況」 同様に感染症の影響等を追加 

○ 施策の具体的方向（22 箇所）  

「第５章 施策の具体的方向」 ICT 教育の推進、ヤングケアラー、少人数 

               教育の推進、産業人材の育成等の記述を充実                          

 ○ 成果指標（13 箇所） 

「第６章 計画の進行管理」  成果指標を見直し 

 

３ スケジュール 

   ９月１日  定例教育委員会終了後、ホームページ上で公表 

 

 

（令和３年９月１日 定例教育委員会） 
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議案第 １３ 号 

 

大村智自然科学賞選考委員会委員の委嘱・任命について 

 

提案理由 

 

山梨県附属機関の設置に関する条例に基づき設置されている大村智自然科学賞選考委員会

委員において、任期終了に伴い新たに委員を委嘱・任命する必要がある。 
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９月教育委員会会議資料（高校教育課） 

 

 

件名 県の附属機関である「大村智自然科学賞選考委員会」委員の委嘱・任命について 

内容 １ 根拠法令・附属機関として決定されるまでの経緯等 

 地方自治法第 138 条の４第３項、山梨県附属機関の設置に関する条例 

山梨県附属機関の設置に関する条例施行規則、附属機関等設置運営要綱 

大村智自然科学賞表彰要綱 

２ 附属機関「大村智自然科学賞選考委員会」について 

（１）大村智自然科学賞選考委員会設置要綱について 

   上記の根拠法令等に基づき、別添資料のとおり、選考委員会についての規

定を大村智自然科学賞選考委員会設置要綱として定めている。 

（２）大村智自然科学賞選考委員の職務について 

   大村智自然科学賞選考委員会の委員として専門性を活かし、推薦のあった

表彰受賞候補者のうちから、研究実績を勘案し表彰することにふさわしい者

を選考する。 

（３）組織 

① 委員の定数 

    ８名以内をもって構成する。 

② 委員の要件 

    大学教授等学識経験者、民間企業及び研究機関代表者、学校関係者のう

ちから、県教育長が委嘱または任命する。 

③ 委員の任期 

    委嘱または任命の日から当該委嘱または任命の日の属する年度末まで

とする。 

④ 委員の服務 

守秘義務  

 ３ 今回の委嘱・任命について 

   委嘱・任命の理由：大村智自然科学賞選考委員会において、任期終了に伴 

い、新たに委員を委嘱・任命する必要がある。 

   任期：令和３年１０月１日から令和４年３月３１日まで 

対応 附属機関として、委員の専門性を活かし、応募された研究に対し、研究実績を

厳正に審査し、大村智自然科学賞にふさわしい研究を選考する。 
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 報告事項 ５  

 

（令和３年９月１日 定例教育委員会） 
 

課 名 高校教育課 

 件 

名 
令和４年度採用山梨県立学校実習助手，寄宿舎指導員選考検査について 

経 

 

 

緯 

昨年度の状況 

  令和３年度採用山梨県立学校実習助手，寄宿舎指導員選考検査 

                                                （令和２年度実施） 

  １ 選考検査種別 

        実習助手（農業）（工業）（理科） 

        寄宿舎指導員 

  ２ 願書の提出期間   令和２年１０月１９日（月）～１０月２１日（水） 

 ３ 検査             令和２年１１月 ７日（土）・ ８日（日） 

                       山梨県立甲府工業高等学校 

  ４ 検査通過者発表  令和２年１２月２２日（火）  

内 

 

 

 

 

 

 

 

容 

令和４年度採用 

 山梨県立学校実習助手，寄宿舎指導員選考検査実施要項の概要 

  １ 受検資格 

・ 地方公務員法第１６条の欠格条項に該当しない者 

・ 昭和４２年４月２日以降に出生し，高等学校卒業以上の学歴を有する者 

 ２ 選考検査種別 

   実習助手（農業）（工業）（理科） 

  寄宿舎指導員 

  ３ 採用予定数 

    いずれも若干名 

 ４ 受検手続 

   山梨県電子申請サービス「やまなしくらしねっと」による手続か，郵送 

（書留）による手続のいずれかで申込むこと 

  ５ 申込書の受付締切り及び提出先 

    受付締切り 令和３年１０月２０日（水） 

        提 出 先 教育庁高校教育課（郵送の場合） 

  ６ 検査 

        期 日 令和３年１１月６日（土）・７日（日） 

        会 場  山梨県立甲府工業高等学校 

        内 容 一般教養，専門教養，適性検査，作文，面接 

 ７ 通過者発表 

    令和３年１２月下旬 

 ８ その他 

① 加点対象免許資格 

実習助手（農業）：高等学校「農業」教諭免許、専門分野の免許資格 

実習助手（工業）：高等学校「工業」教諭免許、専門分野の免許資格 

実習助手（理科）：高等学校「理科」教諭免許、専門分野の免許資格 

寄宿舎指導員：特別支援学校教諭免許、専門分野の免許資格 

② 令和４年度採用山梨県立学校実習助手・寄宿舎指導員選考検査実施要項

及び申込書等は，令和３年９月中旬から配布予定 
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 報告事項 ６  

（令和３年９月１日 定例教育委員会） 
課 名 

高 校 教 育 課 

高校改革・特別支援教育課 

件 

名 
令和４年度使用山梨県高等学校及び特別支援学校用教科用図書採択について 

経 
 
 
 
 
 
 
 
 
緯 

○公立学校で使用される教科書の採択の権限は，その学校を設置する市町村や都道府
県の教育委員会にある。 

（「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 21 条第６号）  
○本県においては，県立高等学校（特別支援学校高等部を含む）の教科用図書の採択 
は，教育長に委任されている。 （「山梨県教育委員会委任規則」第２条） 

○各県立高等学校（特別支援学校高等部を含む）へは，教科書の専門的な調査研究及
び適正な選定を行うために、校内教科書採択研究委員会の設置，調査研究，教科書
制度の概要，教科書採択の基本方針についての指導・助言を行い，高等学校用教科
書目録（令和４年度使用）より使用希望教科書の一覧表（使用教科書一覧表）及び教
科書選定理由書の作成を求めた。 

○特別支援学校小・中学部については，「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関 
する法律」に基づき，「山梨県教科用図書選定審議会」の答申を受け教科用図書採択 
の適正な実施を図るための指導・助言を行い，各学校に令和４年度使用教科用図書 
の調査資料の作成を求めた。 

○各校は校内教科書採択研究委員会での調査及び生徒の実態を踏まえ，教科書の選定
を行い，各県立高等学校（特別支援学校高等部を含む）においては，使用教科書一覧
表及び教科書選定理由書，特別支援学校小・中学部においては，調査資料の提出を
行った。 

○各校より提出された使用希望教科書についての一覧表，選定理由書等は，各担当指
導主事が確認を行った。 

内 
 
 
 
容 

(1) 県立高等学校(特別支援学校高等部を含む） 検定済教科書：601 種 141,046 冊 
   
(2) 特別支援学校 
□小・中学部  
検定済教科書（小学部） 
国語：１種，書写：１種，社会：２種，地図：１種， 算数：２種， 
理科：２種，生活：４種，音楽：２種，図画工作：２種，家庭：２種， 
保健：１種，英語：３種，道徳：６種 

  検定済教科書（中学部） 
国語：１種，書写：２種，社会（地理的分野）：３種， 
社会(歴史的分野)：２種，社会（公民的分野）：３種，地図：１種， 
数学：２種，理科：３種，音楽（一般）：２種，音楽（器楽）：２種， 
美術：２種，保健体育：３種，技術・家庭（技術分野）：３種， 
技術・家庭（家庭分野）：２種，英語：３種，道徳：５種 

文部科学省著作教科書：308 種  一般図書：348 種 
□高等部    
検定済教科書：高等学校用 138 種 464 冊 中学校用 2種 96 冊  
文部科学省著作教科書：なし  一般図書：12種（418 冊） 

今
後
の
対
応 

○教科書別の各校の採択状況一覧表および各校から提出された教科書選定理由書は，
高校教育課及び山梨県教育委員会ホームページで公開する。（9月 24 日頃） 

○採択された教科用図書の需要数は，県内市・私立高等学校分と合わせ，検定教科用
図書及び文部科学省著作教科用図書については 9月 16 日までに，一般図書について
は，9月 30 日までに文部科学大臣に報告する。（県内市・私立高等学校分を合わせた
採択数 672 種 253,582 冊）。 

（「教科書の発行に関する臨時措置法施行規則」第 14 条） 
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